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課題名 牛肉のフレーバーリリースプロファイリングと香気マッピングに関する研究（平成 23～27 年度） 

     

【課題の概要】 

食品のおいしさを味・香り・食感の影響が大きいことが知られている。なかでも、口に含んだ時の食品の香り

「フレーバーリリース（鼻から抜ける香り）」は食品のおいしさへの影響力が大きいと言われている。そこで本

課題では、牛肉のフレーバーリリースを測定及びプロファイリングとマッピング等による香りの評価・分析手法

の開発を目的とした。 

機器分析による香りの分析には、（独）日本原子力研究開発機構が新規に開発したブレスマスを用いて分析を

行った。ブレスマスを用いて、対応のないサンプルを分析したが、高感度なブレスマスではサンプルの準備作業

による微妙な誤差が結果に大きく影響することが明らかになった。この結果と茨城県畜産センター養豚研究所の

結果から、ブレスマスは経時変化等の対応のあるサンプルの分析に向いている分析器機であることが明らかにな

った。 

 また、同時にガスクロマトグラフィ（GCMS）を用いた分析も進めており、（一社）家畜改良事業団の小林正

人氏が開発した香気成分濃縮方法の再現に成功した。 

 人による香りの評価には（独）畜産草地研究所の佐々木啓介氏の手法に則り、嗜好型官能評価方法を行って

いる。 

 

【評価結果】（評価委員数 ４名） 

 ○各項目の評価（各評価委員の平均点）   

貢 献 の 可 能 性  進 捗 度 ・ 達 成 度  成 果 の 整 合 性  合計点 

3 . 8  3 . 5  3 . 5  1 0 . 8  

 

 ○総合評価  Ｂ：計画を見直し継続 

  （Ａ：継続 Ｂ：計画を見直し継続 Ｃ３：中止） 

 

【委員の意見・助言と対応策】 

評価項目 意見・助言             

研 究 成 果 は

計 画 ど お り

の 貢 献 の 可

能 性 が あ る

か 。  

・ 貢 献 の 可 能 性 に つ い て 判 断 す る に は 研 究 成 果 が 十 分 で な い 。 今 後 に 期 待 。  

・ 目 標 を 絞 り 込 め ば 、 牛 肉 の 新 し い 評 価 法 と し て 活 用 可 能 な 成 果 が 得 ら れ る 。  

・ 牛 肉 の 新 し い 評 価 法 が 確 立 で き れ ば ， 貢 献 で き る 可 能 性 は 高 い 。 豚 肉 の よ う

に 経 時 変 化 に よ る 明 確 な 違 い が 分 か る と さ ら に 可 能 性 は 高 く な る と 思 う 。  

・ 飼 養 管 理 や 飼 料 等 に よ る 差 が 解 明 で き れ ば 貢 献 度 は 大 き い 。  

研究は計画ど

おりに進捗し

ているか 

・ 分 析 手 法 の 確 立 に 手 間 取 っ て い た 感 が あ る 。  

・ 関 連 研 究 と の 情 報 共 有 が 必 要 で あ っ た の で は な い か 。  

・ 豚 肉 の オ フ フ レ ー バ ー 研 究 と も 連 携 し 、 残 り の 期 間 の ス パ ー ト に 期 待 す る 。  

当 初 目 標 と

し た 研 究 成

果 が 得 ら れ

る 可 能 性 は

あ る か 。  

・ 具 体 的 な 成 果 が 乏 し い の で 、 当 初 目 的 を 達 成 す る に は 研 究 の 加 速 が 不 可 欠 。  

・ 研 究 内 容 が や や 散 漫 。 成 果 達 成 に 向 け 、 目 標 の 絞 り 込 み が 必 要 が あ る 。  

・ 加 熱 状 態 で の に お い 分 析 な の で ， よ り 実 態 に 即 し た 研 究 。 に お い 物 質 の 特 定

は 難 し い が 、 官 能 検 査 に よ る 評 価 で も 成 果 は 得 ら れ る の で は な い か 。  

・ 牛 肉 の 香 り か ら の お い し さ に 関 す る 成 果 は 得 ら れ る 可 能 性 は あ る 。  

総合評価 

 

     意見・助言           対応策 

・ 期 待 の 高 い 研 究 な の で ， 研 究 者 間

の 相 互 交 流 を 通 し 、 研 究 計 画 を 見

直 し な が ら 進 め る こ と を 希 望 。  

・ 香 気 成 分 抽 出 方 法 が 確 立 し つ つ あ

る が 、 ど う い う 状 況 に お け る 香 気

・養 豚 研 及 び 原 研 、畜 草 研 と さ ら に 連 携 を

と っ て 研 究 を 進 め て い き た い 。ま た 、本

年 度 よ り 茨 城 キ リ ス ト 教 大 学 と も 連 携

を 進 め る 予 定 で あ る 。  

・香 気 成 分 抽 出 は 鉄 板 焼 き 加 熱 時 に 生 じ る



成 分 を タ ー ゲ ッ ト と す る か 、 も う

少 し 条 件 を 絞 り 込 ん だ 方 が 良 い 。  

・ 調 理 法 等 条 件 設 定 を し っ か り し 、

ブ レ ス マ ス の ほ か 、 目 的 に 合 っ た

分 析 機 器 を 活 用 し た 研 究 が 必 要 。  

・ フ レ ー バ ー リ リ ー ス に 影 響 を 与 え

る 物 質 を 特 定 す る こ と 。  

甘 い 匂 い に タ ー ゲ ッ ト を 絞 っ て 進 め て

い く 予 定 で あ る 。  

・鉄 板 焼 き に よ る 加 熱 処 理 に 着 目 し 、ブ レ

ス マ ス 以 外 に GCMSを 利 用 し た 分 析 を 進

め る 予 定 で あ る 。  

・GCMSを 利 用 し 、物 質 同 定 を 進 め る 予 定 で

あ る 。  

 


